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はじめに

　日系アメリカ人二世の漫画家ジャック・マツオカ（JackȱMatsuoka）の画
集『ポストン第 Řキャンプ Řŗŗ番地―強制収容所の日常』に、「アメリカ
先住民からの挨拶」と題された画が収められている。綿花畑での作業を終え、
トラックの荷台に乗せられてサボテンが生えた砂漠を帰途につく日系人の若
者たちに、Ř人連れの先住民が手を振っている。先住民に笑顔を向ける日系
人の ŗ人が仲間に向かって「彼はお前の従兄弟にそっくりだ！」と叫んでい
る［MatsuokaȱŘŖŖř］。アメリカ先住民と、強制収容所の日系人の出会いを
描いた ŗ枚であるが、このような状況が生まれていたことや、その経緯につ
いてはあまり知られていない。
　日系アメリカ人の強制収容については、多くの研究がなされてきた。が、
収容所の場所や空間構築のプロセスに着目するものは少なく、分析に際して
の視座は日系人の歴史や、アメリカの移民政策の枠組みに限定されている。
したがって、ŗŖ箇所に設置された強制収容所のうちの Řつがアリゾナ州に
ある先住民居留地に位置していたことや、居留地の環境が日系人強制収容に
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より大きく変化したことを、先住民史の流れに沿って考察する研究はほと
んどない。インディアン局が強制収容政策に与えた影響について論じた研究
もあるが、現場である居留地に目を向けているわけではない［池本ȱŘŖŖŖ］。ŗ

唯一の例外ともいえるのが、自らもポストン収容所に収監されていたルース・
オキモト（RuthȱOkimoto）が著し、ŘŖŖŗ年に刊行した研究である。オキモ
トは、先住民と日系人が砂漠のホーム、すなわち故郷を共有することになっ
た点に着目し、一次史料を駆使しながらコロラド・リバー・インディアン居
留地に設立された収容所の歴史を紹介した［OkimotoȱŘŖŖŗ］。
　ŘŖŖŖ年代に入り、オキモトを中心とした日系人グループは、強制収容所
の受け入れを強いられたコロラド・リバー・インディアン部族とともに、そ
の特異な戦争体験を記憶し、後世に残していこうとする試みを進めてきた。
部族政府の承認のもとに、日系人収容者と支援者によるポストン収容所の記
念碑が建設された ŗşşŘ年以来、両者のあいだには絆とも呼ぶべきつながり
が育っている。ŘŖŖŞ年 Ř月 ŗş日の『ロサンゼルス・タイムズ』紙は、ポス
トン収容所における日系人と先住民の交流と諸活動について詳しく報じてい
る［WatanabeȱŘŖŖŞ］。日系人とコロラド・リバー・インディアン部族によ
る共同作業は、ポストン収容所の歴史地理を読み直し、再定義していこうと
する画期的な取り組みであり、本稿の分析の範疇外ではあるが、今後ますま
す注目されるべき動きである。
　本稿は、コロラド・リバー・インディアン居留地を事例に、日系人収容所
の設立と運営が、連邦インディアン局による居留地の開発事業の一環だった
という側面をあきらかにする。同居留地のポストン収容所では、同じくアリ
ゾナ州のヒラ・リバー・インディアン居留地に設置された収容所とは異なり、
連邦インディアン局が建設と運営に直接的に関与していた。したがって、イ
ンディアン局による居留地の開発政策と日系人収容所の関連について検証す
るには最適の事例だ。
　ŗş世紀にコロラド・リバー・インディアン居留地を、そして ŘŖ世紀中ご
ろに日系人強制収容所を設立したのは連邦政府である。つまり、アメリカ現
代史のコンテクストにおいて空間構築を支配していたのは、この土地を生活
の現場としていたモハベ族やチェメウェビ族でも、移住を強制され多大な労
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働力を提供した日系人でも、アリゾナ州政府でもなく、あくまでも連邦政府
だった［LeightonȱŗşŚśǱȱ ŗŚŚ］。Ř 連邦政府主導で進められた、居留地の土地
利用に関する政策決定過程には、人種主義、そして植民地主義のイデオロギー
が構造的に深く関わっていたことは間違いない。国家権力による先住民と日
系人の周縁化、そして彼らによる生活と労働が複雑に絡み合いながら、ポス
トン収容所の地理空間を生み出したのである。

ŗǯȱȱ強制収容所の設立

　ŗşŚŘ年 Ř月 ŗş日付けの大統領行政命令第 şŖŜŜ号により、「軍事ゾーン」
と定義された西海岸に住む日系人約 ŗŘ万人は、臨時集合所で数ヶ月を過ご
した後、戦時転住局が運営する ŗŖ箇所の強制収容所に送られた。連邦政府
は、強制収容所の建設のために řŖŖ以上の候補地について検討し、最終的に
ŗŖ箇所に絞った。「危険敵性外国人」とされた人びとを収容するいわゆる「迷
惑施設」の建設において、場所の選択には困難が伴った。一般の人口密集地
とは離れていることが大前提だった。また、例えば連邦公有地のように、政
府が強制収容所の用地として設定することが可能で、かつ収容者の監視が容
易である場所が求められた。収容所設置と運営によるコストを抑えるために、
既に近くまで鉄道が敷設されていることや、収容所内外で必要な食糧を供給
できるように農業開発が可能であることも必要とされた。
　こうした条件に鑑みて選択された ŗŖ件のうちの Ř件は、アリゾナ州の先
住民居留地の内部に位置していた。連邦インディアン局の管轄下にある居留
地の土地利用に関して、当時の部族政府が軍部による要請を断ることは不可
能だった。約 ŝŘǰŖŖŖエーカーの用地を提供したコロラド・リバー・インディ
アン居留地に、当初は臨時集合所としても使用されたポストン強制収容所は、
最大 ŗŝǰŞŗŚ人の日系人を受け入れることになった。ヒラ・リバー・インディ
アン居留地では ŗŜǰŜŚŝエーカーの土地に ŗřǰřŚŞ人を収容した。ポストンは、
ŗşŚŘ年 ś月 Ş日に最初の日系人の一団を受け入れてから、ŗşŚś年 ŗŗ月 ŘŞ
日に閉鎖されるまで、フェニックス、トゥーサンに続くアリゾナ州第 řの町
になった。ヒラ・リバーもまた、ŗşŚŘ年 ŝ月 ŘŖ日から ŗşŚś年 ŗŗ月 ŗŖ日まで、
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同州第 Śの町になった。ř

　ポストン収容所の運営に関しては、内務省のインディアン局と、戦時転住
局が協力、分担する体制が敷かれた。インディアン再組織法（ŗşřŚ）の立役
者であり、合衆国の先住民政策の大転換を成し遂げたジョン・コリアー（Johnȱ
Collier）率いるインディアン局は、現地に多くの職員を派遣し、灌漑設備の
建設と農地開拓を統括した。各種の建物の建設と管理や、収容所内の教育プ
ログラムに関しては、戦時転住局が担当することになった。しかし実際には、
この Řつの部局の役割に関して明確な線引きがなかった。よって、両者が同
時に異なる指示を出すなど、混乱が生じることも多々あった［BaileyȱŗşŝŗǱȱ
ŗŖŝǲȱLeightonȱŗşŚśǱȱŗśŗ］。Ś ŗşŚř年 ŗŘ月に戦時転住局が収容所の運営に関し
て全権を握るまで、Řつの連邦機関による共同事業が続けられた。大都市か
ら離れた砂漠に位置し、電力、水道、道路といった基本的なインフラが整備
されずに疲弊していたインディアン居留地の地理空間は、国家による日系人
の大規模な強制移住、及び彼らによる労働力により、収容所が運営されてい
た ř年間で大きく変容した。

Řǯȱȱコロラド・リバー・インディアン居留地の農地開拓
―インディアン局の思惑

　ポストン収容所の設立当時、ŘŚŘǰŝŗŗエーカーを有していたコロラド・リ
バー・インディアン居留地には、モハベ族とチェメウェビ族、合わせて約 ŗǰŘŖŖ
人が住んでいた。大多数の世帯には電気や水道といった基本的な設備もなく、
先住民の暮らしは貧しかった。鉄道の駅を中心に発展していた隣町のパー
カーに住む白人住民との経済格差は、ますます広がるばかりだった。連邦イ
ンディアン局は、この居留地で、先住民が有効活用しているのはわずか ŝǰŖŖŖ
エーカーであり、約 ŗŖ万エーカーは農耕地としての可能性を秘めているに
もかかわらず放置されていると考えていた［OkimotoȱŘŖŖŗǱȱ ŝ］。適切な灌漑
施設を整え、土地を開墾すれば、居留地の経済発展につながるだけでなく、
他部族の先住民の入植計画にも備えられるという認識のもとに、収容される
日系人の労働力に着目していた。日系人収容者には、カリフォルニア州にお
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ける開墾の経験を持つ、有能な農民も多く含まれていたことも、インディア
ン局には都合が良かった。
　ルーズベルト政権による日系人の転住計画が始まった当初から、コリアー
はコロラド・リバー・インディアン居留地への収容所の誘致を迅速に働きか
けた。副大統領ヘンリー・ウォーレス（HenryȱWallace）は、コリアーのイ
ンディアン局の責任者としての経験を評価し、戦時転住局の局長に彼を任命
するように議会に提案した［Feeleyȱŗşşş］。結局この人事は実現しなかった
が、コリアーはポストン収容所の運営に深く関わることになった。ŗşŚŘ年
ř月 ŗř日、陸軍長官ヘンリー・スティムソン（HenryȱStimson）は、後に収
容所に転用されたポストン臨時集合所建設のために用地の提供を命じる文書
を内務長官に送った。この文書は、コロラド・リバー・インディアン居留地
に関して、「灌漑可能で未使用の土地の全てを我々が押収することに関して、
速やかに同意するように求める」という内容だった。ś こうして内務省イン
ディアン局の管轄下にある居留地での日系人の収容施設の建設が、当事者で
ある部族の意向とは無関係の連邦レベルにおいて決定した。
　この通達が出される ŗ週間前の ŗşŚŘ年 ř月 Ŝ日の時点で、コリアーは、
インディアン居留地に転住する「日本人もしくは他の外国人は、戦争終結後
移動しなければならないことが、事前に確認されねばならない。これは必
要不可欠である」と文書に記していた。日系人の居住をあくまでも一時的な
ものに限定し、収容所の建設と運営を将来の居留地の経済発展につなげてい
こうという意図を持っていたことがわかる［CollierǰȱMarǯȱŜǰȱŗşŚŘ］。戦争が終
わった後に収容者が残り、耕した土地にたいする権利を要求するといった事
態は絶対に避けねばならなかった。
　コロラド・リバー・インディアン居留地の灌漑整備と農地開拓は、インディ
アン局が長い時間をかけて実現しようとしてきた悲願ともいえた。ŗş世紀
の半ば、モハベ族をはじめとするコロラド川沿いに住んでいた先住民と、こ
の地域に入植をはじめた白人のあいだに対立が生じた。合衆国軍隊は ŗŞśŝ
年、抵抗勢力を制圧した。ŗŞŜś年、連邦議会はコロラド・リバー・インディ
アン居留地を設立し、モハベ族とチェメウェビ族の移住が促された。彼らの
多くは、現地の土壌と水流が農業には適していないのを理由に、この居留地
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への移住には消極的だった。しかし最終的には、連邦政府の政策に従う以外、
選択肢はなかった。
　同年、先住民との交渉にあたっていたチャールズ・ポストン（Charlesȱ
Poston）は、連邦議会に ŗŖ万ドルの灌漑計画を提出した。Ŝ 議会は、モハベ族、
チェメウェビ族、及びコロラド川流域に住む諸部族の自立の促進のために、
この計画を承認した。ŗŞŜŝ年、居留地の住民たちは水路の建設に着手した。
手作業による工事で、水路は ŗŞŝŚ年には şマイルに延びた。砂のような土
壌といった悪条件のもとの工事は難航を極めた。ŗşŘŝ年までに、連邦政府
は ŗŖŖ万ドル近い予算をこの居留地の灌漑事業に投入したが、技術や労働力
の不足、インディアン局による運営能力の欠如など、さまざまな理由により
結局はうまくいかなかった［CaylorȱŘŖŖŖ］。試行錯誤を繰り返しながら、コ
ロラド・リバー・インディアン居留地の先住民たちは、細々と農業を続けて
いくことになった。
　半世紀にわたり同居留地における灌漑事業に取り組んできたインディアン
局は、コロラド川の水流に近いという、潜在的な可能性に執着していた。大
規模な工事と開墾を実現すれば、居留地の経済発展、さらには困窮状態に
ある他の地域の先住民の入植も可能になるという展望を持っていたのであ
る。特にコリアーは、ŗşřŖ年代初頭から、コロラド・リバー・インディア
ン居留地への他部族の入植計画に積極的に取り組んでいた。ŗşřŚ年 ś月 ŘŞ
日、彼はアリゾナ州の先住民居留地に派遣された監督官全員に、コロラド・
リバー・インディアン居留地の土地に注目するように通達を出した。これ
を受けて ŗşřś年 ŗ月には、ナバホ族の代表が現地を視察した。コリアーは、
ŗşřş年 ŗŖ月 řŖ日には実際に現地を訪れ、部族政府と面会し、入植を許可
するように詰め寄った。広大な土地に灌漑設備が整っても、部族が全てを活
用することは不可能であると指摘し、「インディアン、もしくは白人が土地
を使用することになる。もしも白人が土地を使用すれば、いずれは白人が所
有することになる。あなた方にとって、また、インディアン人口全般にとり、
インディアンがここに入植したほうがより好ましいのではないか」という、
脅迫めいた説得を試みた。ŝ

　しかしながら真珠湾攻撃のほぼ ŗ年前の時点で、この計画は難しい局面に
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あった。同局職員 JǯȱCǯマクキャスキル（JǯȱCǯȱMcCaskill）は、ŗşŚŖ年 ş月
ŗŘ日付けのコリアー宛の内部文書に、コロラド・リバー・インディアン居
留地への転住計画について懸念事項を記した。マクキャスキルは、先住民に
たいする転住の説得、監督官と先住民部族のあいだの同意の確保、住宅や農
業計画などにおける現場の整備に関する責任の所在、局内の部署の役割分担
や農業経験を持たない入植者にたいする各種のケアについてなど、未解決の
課題が山積していることを指摘した。彼は、これらの問題が解決されない
のであれば、他部族の転住計画を予算に組み入れることを控えたほうがいい
のではないか、という提言で文書を結んでいる［McCaskillǰȱ Sepǯȱ ŗŘǰȱ ŗşŚŖ］。
インディアン局が半世紀をかけて進めようとしていた計画が頓挫していた当
時、日系人収容所の建設と運営は、コリアーには一筋の希望だった。現場の
整備に必要な労働力に加え、戦時下の軍部による潤沢な予算配分を見込めた
からである。
　連邦インディアン局にとり、日系人収容所運営のアジェンダは、あくまで
も先住民居留地における農業開発にあった。局長補佐ウィリアム・ジマーマ
ン（WilliamȱZimmerman）が ŗşŚŘ年 Ś月 ŗŗ日に下院議会に送った書簡に、「日
系人の最初の仕事は、この土地を開拓し、灌漑整備を行うことである」とい
う記述がある。ジマーマンは、日系人による灌漑整備と開墾作業が予定通り
進めば、翌年には居留地における農耕が可能になるであろうという見通しも
明記した［qtdǯȱinȱOkimotoȱŘŖŖŗǱȱŞ］。
　当然コリアーもこの認識を共有していた。彼の意向は、局内でやりとり
がなされた内部文書に示されている。戦時転住局による教育レクリエーショ
ン担当課長に新しく就任することが内定していた、インディアン局職員ルー
シー・アダムズ（LucyȱAdams）に宛てた、ŗşŚŘ年 Ś月 Řŗ日付けの文書が
よい例だ。Ş 先住民の教育と健康問題に関して一定の成果をあげることがで
きた経験を活かし、収容所の日系人の教育プログラムに取り組んでいきたい
という抱負を示したアダムズにたいする返信である。

貴女か私のどちらか、もしくは両方が、日系人の転住の問題にばかり目を向けるこ
とにより、大事な点を見失っている。結局のところ、インディアンこそが、我々が
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長期的に責任を持つべき最重要課題である。・・・教育や健康問題は良好で、取り
組むべきことはあまりないとおっしゃっているが、あなたは忘れていないか。成人
インディアンを対象とした教育プログラムはどうなっているのか？緊急に必要にも
かかわらず、遅れ続けているインディアンの健康問題に関する取り組みはどうなっ
ているのか？［CollierǰȱAprǯȱŘŗǰȱŗşŚŘ］

連邦インディアン局は、第二次世界大戦中の日系人収容者による労働力を、
居留地の開発計画に有機的に結び付けていくことを視野に入れた上で、戦時
転住局との協力体制を敷き、収容所の運営に携わろうとしていた。同局は、
日系人を「軍事ゾーン」から排除し、収容所に集約するという戦時転住局側
の問題認識を共有していたというよりは、居留地に不足していた労働力、経
験豊かな農民の技術、そして確実に配分がなされる連邦予算を利用したいと
いう功利主義のもとに動いていた。

řǯȱȱ日系人の労働

　ŗşŚŘ年 ś月に開設されたポストン収容所の運営にあたったインディアン
局と戦時転住局は、早急に灌漑を整備し、耕作可能な農地を開拓し、必要な
諸施設を建設した上で、日系人たちが自給自足できる態勢を整えようとした。
手作業によって生産された日干し煉瓦は、主に学校建設に使われた。農作業
や建設作業などを含むあらゆる労働にたいする賃金は極めて安く、収容者の
あいだには当然不満が渦巻いており、ストライキによる抵抗もあった。しか
しながら結果的に、彼らは多大な労働力を提供し、ポストンの環境は大きく
変化した。
　ポストン収容所に送られたスタンフォード大学卒の řŞ歳の日系一世リ
チャード・ニシモト（RichardȱNishimoto）は、ŗşŚŘ年 Ŝ月 Řŝ日から同年 ş
月 ŗŚ日までのあいだ、第 ŗブロックの収容者による開拓作業の現場監督を
任された。収容所当局は、収容者のうち少なくとも ŘśŖ人が作業に参加する
と見込んでいた。ニシモトは、「水路を早急に建設すれば、それだけ早く野
菜畑に水をやることができるようになるし、砂塵を抑えることもできるよう
になる。もしもブロックに水を引くことに成功すれば、気温を下げる効果も



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁142 143䭺䮴䮰䮐 䯂 䮱䮗䯃 䯂 䭫䮺䮎䭪䭩䮺ዬ⇐࿾䬽ㄘ࿾㐿ᜏ䬷ᣣ♽ੱഭ௛ജ

あり、暑さに苦しむこともなくなるだろう」と、他の日系人を説得するよう
に促された。作業初日に集まった ŗŖŖ人のうちの大半は日系一世だった。「俺
たちをなんだと思ってるんだ。ちくしょう、俺たちは奴隷なんかじゃない。
働きたくなかったら、働く必要はないんだ」「暑くてたまらない。働いたっ
てしょうがない。どうせ ŗ時間に Ŝセントしかもらえないんだ」というよう
な声をききながらも、彼らをなだめて働かせた様子を、ニシモトは詳細にわ
たり記録した［NishimotoȱŗşşśǱȱŚŚȬŚś］。
　灌漑事業に投入された日系人たちは、砂漠だった土地を開墾し、農地へ
と変え、養豚場、養鶏場、養魚場、学校、病院、プール、さらには下水や
道路も建設した。ŗşŚř年 ś月に上院議会に提出された報告書によると、当
時ポストンでは、収容所用地である ŞŖŖエーカーに加え、およそ śǰŖŖŖエー
カーに及ぶ開墾計画が着々と進行していた［SubcommitteeȱonȱJapaneseȱWarȱ
RelocationȱCentersȱŗşŚřǱȱśŜ］。ŗşŚř年 Ŝ月 ŗ日付けの『ポストン新報』日本
語版は、その様子を以下のように報じている。

現在までの農事課の成績に就いて見るに凡わる困難と闘ひつつも多大の成果を挙げ
つつある。すなわち農業部では、昨年入所以来既に千八百英加に上る広大な土地を
開墾し、内約二百五十英加を耕作、新鮮なる野菜を供給して居るが、残余の開墾地
も灌漑用水の誘導とともに大規模農耕が開始されることになって居る［「食糧問題
に安全性を加ふる農事課の重要性」ȱŗşŚř］。ş

この記事は、養豚部、養鶏部、養魚部による成果も高らかに報告し、労働力
不足を訴え、協力を要請している。農地開拓はこれ以降も行われ、ŗşŚŚ年 Ŝ
月には、野菜畑が ŗǰŚŜŘエーカー、牧草や綿などの農作物の畑は Şŗşエーカー
に広がっていた［BurtonȱetȱalǯȱŘŖŖŘǱȱŘŘŞ］。また、『ポストン新報』は、トマト、
ナス、キュウリ、西瓜、メロン、ニンジン、タマネギ、菜っ葉などの収穫を
折にふれて伝えた。
　ŗşŜř年 ŝ月にインディアン局に提出された報告書『コロラド･リバー・イ
ンディアン居留地における農業と工業の可能性』には、ŗşŚŗ年にパーカー
から ŗマイル北上したところにダムができるまで、同居留地で大規模な灌漑
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工事は行われなかったという記載がある。さらにダム建設以降、ŗşŚŚ年ま
でに約 ŜǰŖŖŖエーカーに農業用水が行き渡るようになり、その後 ŗşŜř年に
は řśǰŖŖŖエーカーに広がったと報告されている。この文書に日系人の労働
についての記述はないが、コロラド・リバー・インディアン居留地の農業の
発展の基盤になったのが、第二次世界大戦中に本格化した灌漑工事であるこ
とはあきらかだ［AgriȱResearchǰȱIncǯȱŗşŜřǱȱŘŞȬřŖ］。インディアン局が期待し
たように、日系人は着実に居留地の開墾を進めたのである。
　インディアン局が利用したのは、農地開拓のための労働力だけではなかっ
た。高学歴を持つ二世の若者に関しては、先住民の教育プログラムへの貢献
を求めたのである。同局は、ポストンの学校で教えていた Ś名の日系アメリ
カ人二世を ŗşŚř年、ナバホ居留地に派遣した。ř名は教員、ŗ名はナバホ寄
宿学校の生徒のためのアドバイザーに着任した。派遣された教師の ř名は大
学卒、ŗ名はスタンフォード大学大学院の修士号を持っていた。当時、部族居
留地の学校に、これほどの高学歴の教員を派遣することは極めて難しく、コ
リアーはこうした人的資源を先住民教育に有効に活用することを望んでいた。
　ナバホ居留地における日系人教師の雇用にたいしては、地元の反発もあっ
た。ŗşŚř年 ŗŖ月 ř日付けの『アルバカーキ・ジャーナル』紙に、日系人教
師たちの活動について疑義を申し立てる投稿が掲載されたのをきっかけに、
ニューメキシコ州の先住民支援団体に所属する Ř人がそれぞれ、コリアー
のもとに抗議の書簡を送った。日系人が戦場で暗号として使用されていた
ナバホ語を習得するのではないか。戦場のナバホ兵士は、日本人に殺され
たり、捕虜として酷い扱いを受けている。日本人の雇用は、居留地に残され
た家族や知人の感情を逆撫でする危険があるのではないか、彼らは教師とし
ての信頼を得られないのではないかという指摘だった［DietrichǰȱOctǯȱŚǰȱŗşŚřǲȱ
NewcombǰȱOctǯȱ ŝǰȱ ŗşŚř］。コリアーは、派遣した日系人はアメリカ市民であ
るので心配はないが、調査を行い、追って連絡すると返信した［CollierǰȱOctǯȱ
ŘŖǰȱŗşŚř］。その Ŝ日後、インディアン局教育部の責任者は、ナバホ居留地の
日系人にたいする批判には根拠がなく、反発している先住民はいないと報告
した［BeattyǰȱOctǯȱŘŜǰȱŗşŚř］。
　これを受けてコリアーは、日系二世の若者はアメリカ市民であることを強
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調し、彼らの雇用は正当なものであるという内容の文書を作成し、ニューメ
キシコ州に送った。収容所に隔離されるという悪しき扱いを受けながらも、
二世のあいだの合衆国にたいする愛国心には何の揺らぎもなく、学んだナバ
ホ語について日本に情報を送るおそれがあるといった疑いは非現実的である
とも述べ、人種差別的な姿勢を強く非難した。同時に彼は、居留地における
教員不足の惨状を訴えた。アメリカ全土で教員不足が叫ばれているが、居留
地での問題はさらに最も深刻であり、例えば同局が雇用する臨時教員の多く
は、ŗ年から Ř年の大学教育を受けていれば良いほうだとも記した［Collierǰȱ
Novǯȱŗǰȱ ŗşŚř］。Ř週間後の ŗŗ月 ŗŜ日、インディアン局がナバホ居留地に派
遣していた職員は、日系人教師の勤務状況は極めて良好であるとコリアーに
伝えた。報告書には、ナバホの子どもたちは、白人よりも日系人の教員にた
いして、「より自然に行動し、より自由に発言し、彼らをより温かく迎えて
いる」とある［StewartǰȱNovǯȱŗŜǰȱŗşŚř］。
　農業に携わる労働者による居留地の開拓に加え、インディアン局は日系人
教師による仕事も大いに重宝していたと考えられる。コリアーが、アメリカ
市民権を有する二世の強制収容は不当な扱いであるとみなした上で、彼らの
雇用にたいする批判に内在する人種主義に強く反発している点は興味深い。
彼は、戦時転住政策の正当性にたいする疑念をみせるいっぽうで、収容所の
運営者としては日系人の身体的・知的労働力を活用し、先住民社会の環境改
善を図ろうとしていた。このとき、自らの任務、主張、理念に内在する倫理
的矛盾を認識していたのだろうか。インディアン局の責任者としての使命に
強い信念を持っていた彼にとり、日系人の労働力は結局のところ実利的な道
具でしかなかったのだろう。

Śǯȱȱ居留地の先住民と日系人

　コロラド・リバー・インディアン居留地は、日系人収容所の建設により大
きく変容したが、当時モハベ族とチェメウェビ族がそれを望んでいたわけで
はない。内務省国立公園局が ŗşşş年に初版を出し、その後加筆と訂正を経
てワシントン大学出版が出した『強制収容と民族性―第二次世界大戦下の



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁146 147䭺䮴䮰䮐 䯂 䮱䮗䯃 䯂 䭫䮺䮎䭪䭩䮺ዬ⇐࿾䬽ㄘ࿾㐿ᜏ䬷ᣣ♽ੱഭ௛ജ

日系人強制収容所　概観』という報告書がある。同報告書は、ヒラ・リバー・
インディアン、及びコロラド・リバー・インディアン両居留地の部族当局が、
自分たちに苦しみをもたらしてきたのと同じような不正義により、他に苦し
みを与えるようなことに関与するのを望まず、収容所建設には反対していた
と説明している［BurtonȱetȱalǯȱŘŖŖŘ］。
　前述の『ロサンゼルス・タイムズ』紙の記事は、ŘŖŖŞ年現在のコロラド・
リバー・インディアン居留地で、当時を振り返る先住民の声を紹介している。
部族教育局の責任者であるデニス・パッチ（DennisȱPatch）によると、先住
民は「捕えられ、望まない土地へと連れてこられた人たちをじっとみていた。
そしてそれがどういうことなのかを、理解していた」ため、日系人にたいし
ては同情的だった。大人数の部外者が居留地に入ることにより生じるリスク
を懸念する住民もいた。Şř歳のモハベ女性は「インディアンは、彼らがやっ
てくるのをよく思っていなかった。新しくやってくる人はいつでもインディ
アンから土地を奪った。だから心配していた」と話した［WatanabeȱŘŖŖŞ］。
　居留地の開発計画に強い意欲を抱いていたコリアーは、部族政府側の意向
や先住民たちの複雑な心境には無関心だった。戦時転住局とインディアン局
が、ポストン収容所の建設に関して、部族政府と事前協議することはなかっ
た。アリゾナ大学の研究者が ŗşśŖ年代に実施したインタビューに答えた住
民によると、日系人が実際に到着するという連絡を部族政府が受けたのはそ
の当日だった。部族政府は緊急会議を招集したが、そのときふと窓の外を見
た彼らが目にしたのは、日系人を乗せたトラックだった。会議は無意味であ
るとみなされ、即刻解散になったという［FontanaȱŗşśŞǱȱřś］。コロラド・リ
バー・インディアン部族が、自治権を有する居留地の土地利用に関して、発
言権を持つことを許されなかったのは確かだ。
　日系人収容者は、居留地の開発に必要な灌漑工事や農地開拓に多大な労働
力を提供することになったが、先住民の歴史や暮らしぶりについて積極的な
関心を持つような余裕はなかった。彼らが残した手記や新聞を見る限り、同
じ空間に住む先住民と自らの境遇を重ね合わせて考えるような思考も、当時
においてはほとんどなかったといってよい。
　収容所に開設された学校に教員として派遣されていたキャサリン・エン
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ブリ・ハリス（CatherineȱEmbreeȱHarris）は、ŗşşş年に出版した回想録で、
先住民にたいする人種差別感情に関しては、日系人も例外ではなかったと指
摘している［Harrisȱ ŗşşşǱȱ ŗřŗ］。収容所で発行されていた日英二ヶ国語の新
聞『ポストン新報』において、居留地や先住民に言及した記事は少ないが、
日系人収容者の先住民にたいする冷ややかな意識を示す内容がいくつか見受
けられる。例えば、タム・サカモトは、ŗşŚř年 ŝ月 Řŝ日付けの日本語の記
事で、読者にたいして釣りに必要な狩猟鑑札を携帯するように求め、「アリ
ゾナ州内に於ては如何なる魚釣りにも鑑札が必要とされています。・・・ポ
ストンはインディアン地域統括下にあるが故ライセンスの必要を認めない
等、これ等は極端な誤解であります。即ち、我々はインディアンではなく同
時にインディアンとして取り扱はれたくない」と書いた［サカモトȱ ŗşŚř］。
居留地に住んではいるが、先住民と同一視されるのは不本意であるという、
筆者の強い想いが伝わってくる。
　第二次世界大戦中のコロラド・リバー・インディアン居留地では、先住民
と日系人が、自らの意志とは無関係に、同じ空間を共有していた。彼らは、
限られた交流しか持ち得なかったこともあり、お互いにたいして警戒心や偏
見も抱いていた。しかし、先住民も日系人もアメリカ社会の周縁に生きるマ
イノリティであり、排除の対象であったことにおいては同じだった。人種主
義が制度的、構造的に内在する主流社会における位置づけという側面におい
て、彼らの体験には共通点も多かった。ハリスは、地元の白人たちの日系人
にたいするあからさまな差別行為を思い起こし、敵対的な態度はモハベ族の
人びとにも同じように向けられていたとも述べている［HarrisȱŗşşşǱȱśŘ］。特
異な歴史と地理を育てたポストンは、第二次世界大戦後、さらに異なる民族
グループを迎えることになった。

śǯȱȱナバホ族とホピ族の転住

　前述したように、連邦インディアン局は ŗşřŖ年代以降、ナバホ居留地と
ホピ居留地での人口の増加と過剰放牧による土地の疲弊、そして大恐慌の
大波によりさらなる窮地に陥っていた先住民に、コロラド川周辺の居留地へ
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の転住を促そうとしていた。ŗşŚś年、インディアン局とコロラド・リバー・
インディアン部族政府は、ポストンを含む居留地の南側を他部族の入植に備
えて開放することに同意した。同年 ř月 ŘŜ日、部族政府は転住の受け入れ
に関する条例第 ś号を承認した。同年 ş月には、ホピ居留地から最初の ŗř
世帯が到着し、空き家が目立つようになっていた日系人収容所のバラック小
屋に入居した。ŗŗ月に最後の収容者がポストンを去るまでの Řヶ月間、日
系人とホピ族は同じ区画に住んでいた。その後、ナバホ及びホピ居留地出身
の人口が急激に増加することに反感を強めた部族政府が、受け入れを拒絶し
た ŗşśŗ年末までに、両居留地から総計 ŗŚś世帯が移住した［FontanaȱŗşśŞǱȱ
śŚ］。モハベ族やチェメウェビ族が住んでいた居留地の北側と、新しく入植
したホピ族とナバホ族が住む南側は水路で区切られており、両者のあいだに
は深い溝があった。
　ŗşřŜ年生まれのホピ居留地出身の女性は、最初に入植した ŗ人で、現
在もコロラド・リバー・インディアン居留地に住んでいる。彼女の両親は
ŗşŚŚ年の秋、インディアン局の職員に連れられて現地を視察した。両親が
移住を決めたのは、新しい土地で農業を営み、少しでも楽な生活を送りたかっ
たからでもあるが、最大の理由は子どもの教育問題だった。当時、彼女と兄
弟は、居留地から離れた寄宿学校で暮らしていた。インディアン局職員に、
移住先にはインディアン学校があり、自宅から通えるようになるときいた母
親が、最終的な決断を下した。ŗşŚś年 ş月にポストン収容所の一画に入居
した一家は、ホピ居留地の自宅にはなかった水道や電気を使うことができる
ようになった。日系人とはほとんど交流がなかったが、彼らが作ったプール
で遊び、花壇や野菜畑に感嘆したことや、下駄の音が聞こえたことなどを今
も覚えている。新しい環境に馴染むのは大変だったが、前よりはずっと便利
な暮らしができたという。しかし、居留地の北側にもとから住んでいた先住
民との関係についての問いには、「良いモハベ族の友達がいるとはいえない」
と答え、口を閉ざした。ŗŖ 彼女はこの居留地で、エスニック・マイノリティ
として戦後を生きてきた。出身部族ごとの分断が現在に至るまで続いている
のは、転住政策の決定過程に、現地の先住民が主体的に関与することができ
なかったという残酷な不条理も影響しているものと考えられる。
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　コロラド・リバー・インディアン部族博物館が発行し、入場者に配布され
る資料には、「地元のモハベ族は、この転住計画に反対した。連邦政府は居
留地の半分を押収するつもりであるとコリアーに脅迫され、しかたなく受け
入れを決めた」という記述がある［ColoradoȱRiverȱIndianȱTribes］。ジョン・
コリアーによる一連の開発・転住計画とその実行過程は、当時のコロラド・
リバー・インディアン部族側からすれば植民地主義の歴史の延長にあった。

むすびにかえて

　ŘŖŖŖ年代に入ってから、何度かポストンを訪れた。収容所の痕跡は一部
しか残っていないが、その周囲には青々とした畑が広がっている。日系人学
校の校庭には、バスケット・ボールのゴールがあり、先住民によって描かれ
た美しい壁絵が施されているバラック小屋もある。中をのぞくと、コンピュー
ターの残骸や、ホワイト・ボードが転がっているところもあり、部族政府が
事務所として使っていた形跡が認められた。ŘŖŖŝ年 ş月に再び訪ねると、こ
の区画にはフェンスが張られ、中に入れないようになっていた。国の史跡と
して登録するように働きかけている準備であろう。
　パーカーの町のはずれに建てたカジノ・リゾートホテルの成功、農業の充
実化により、コロラド・リバー・インディアン居留地は経済発展を遂げてきた。
他の多くの先住民居留地と同様に、失業率は相変わらず高く、アルコールや
薬物依存の問題も蔓延しており、万事がうまくいっているわけではない。そ
れでも、同居留地で部族が運営する博物館の館長は、「現在の繁栄の基盤は、
日系人が戦争中にやってくれたことの結果だ。彼らの苦しみと、過酷な労働
が、多くの部族人口の生活に、実に大きな変化を与えたことを知れば、少し
は慰めになるのではないか」と語った［WatanabeȱŘŖŖŞ］。
　ŗşŚŗ年 ŗŘ月の真珠湾攻撃をきっかけにルーズベルト政権が実行した日系
人の強制収容は、アメリカ現代史における国家権力と人種主義による暴力の
つながりを象徴している。連邦政府が、同じく敵国であったドイツやイタリ
アの移民とその子孫たちにたいして、これほどまでに大規模な強制転住を命
じたことがなかったことを鑑みれば、日系人にたいする政策に人種主義が内
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在していたことは間違いない。さらにこれを先住民史の枠組みに位置づけて
みると、強制収容所の設置と日系人の労働力が、インディアン局による居留
地の開発計画、及び、他部族の転住計画に制度的に組み込まれていたことが
わかる。
　コロラド・リバー・インディアン居留地は、連邦政府の命令により砂漠の
一角に押しやられたモハベ族とチェメウェビ族、強制収容の憂き目に遭った
日系人、そして故郷を離れて転住するように促されたホピ族とナバホ族の生
活と労働の現場である。また、国家による有色人種にたいする支配構造と組
織的な暴力という歴史を象徴する場所でもある。同居留地の地理空間には、
植民地主義と人種主義が刻み付けられている。アメリカ社会で周縁化されつ
づけてきた空間が、差別と排除のイデオロギーを再生産する役割を果たして
きたともいえるのではないだろうか。

註

ŗǯȱ池本による研究は、特にジョン・コリアー局長の思想に焦点を当て、強制収容政策においてイ
ンディアン局が果たした役割について検証している。先住民に一方的に同化を迫る政策から脱却
し、多元主義を追求しようとしていたコリアーが、日系人をアメリカ市民として認めたうえで、
強制収容政策に関わったことに一定の評価を与えている。

Řǯȱ戦時中にインディアン局の要請により日系人収容者の状況を調査した精神分析学の専門家アレ
クサンダー・レイトンによると、収容所の存在にたいするアリゾナ州民の反感が高まり、牛乳が
足りないのは収容所の日系人のせいだ、という根拠のない噂が流れることもあった。教育の機会
を奪われた日系人の受け入れを打診されたアリゾナ大学の学長は、「この人たちこそが、我々を真
珠湾で刺し殺した張本人だ」と述べ拒絶した。地元では、戦後、日系人には速やかにアリゾナ州
から出て行ってほしいという感情が主流だったという。

řǯȱ提供された用地の面積については、上院議会に提出された報告書 Subcommitteeȱonȱ Japaneseȱ
WarȱRelocationȱCenters［ŗşŚř］を参照。収容人数については、Burtonȱetȱalǯ［ŘŖŖŘ］を参照。

Śǯȱ戦後、ポストン収容所についてのルポを著したベイリーと、前述のレイトンはともに、Řつの機
関が収容所の運営にあたったことによる混乱を指摘している。

śǯȱLetterȱ fromȱHenryȱLǯȱStimsonǰȱSecretaryȱofȱWarȱ toȱ theȱSecretaryȱofȱ theȱ InteriorǰȱMarchȱŗřǰȱ
ŗşŚŘǰȱNationalȱArchiveǯȱRGȱŝśȱRecordȱofȱtheȱBIAȱEǯŗŝŞǰȱOfficeȱfileȱofȱCommissionerȱJohnȱCollierǰȱ
ŗşřřȬŗşŚśǯȱWǱȱWarȱRelocationȱAuthorityǰȱBoxŘŘǰȱNationalȱArchiveǯ以下に記載した公文書館の史料
は、全てこれと同じファイルに収められている。



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁150 151䭺䮴䮰䮐 䯂 䮱䮗䯃 䯂 䭫䮺䮎䭪䭩䮺ዬ⇐࿾䬽ㄘ࿾㐿ᜏ䬷ᣣ♽ੱഭ௛ജ

Ŝǯȱポストンという地名は、インディアン局がこの地域に派遣した初代の監督官である彼に因んで
名づけられた。

ŝǯȱコロラド・リバー・インディアン居留地への転住計画に関しては、Fontanaによる Ř点の研究に
詳しい［FontanaȱŗşśŞǱȱŚŜǲȱŗşŜřǱȱŗŜŘȬŗŞŘ］。

Şǯȱインディアン局の職員だったアダムズが、戦時転住局による教育プログラムに携わることに関
しては、当事者のあいだでも混乱があった。自分が戦時転住局への派遣職員なのか、それとも所
属が変更になるのかが不明であると訴えるアダムズにたいしてコリアーは、所属はあくまでもイ
ンディアン局であることを忘れないようにという指示を与える書簡を ŗşŚŘ年 Ś月 ŘŘ日付けで送っ
た。

şǯ『ポストン新報』もしくは PostonȱChronicleは、日系人収容者が編集、発行していた二ヶ国語の
新聞である。戦時転住局が特に英語部分について厳しく検閲を行っていたとはいえ、当時の収容
所内の生活を知るには最適の史料の一つである。

ŗŖǯȱ筆者とのインタビュー。アリゾナ州パーカー、ŘŖŖŝ年 ş月 ŗŗ日。
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